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(2) 作業性の検討 

作業性の検討を表 54に整理した。 

 

表 54 作業性の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 経済性の検討 

 母貝育成技術の開発における母貝収容育成に関する経済性について推定した。 

 1) 設定条件 

 母貝収容育成に関する設定条件を整理し、表 55に示した。 

 経済性推定に対する設定条件は、収容規模1a、収容密度500/㎡とし、収容サイズは漁獲サイズ（拡幅13.5mm

以上）以下のアサリとした。 

 

表 55 設定条件 

 

 

 

 

 

 

 

 2)  原単位の想定 

 母貝収容育成に関する原単位の設定を整理し、表 56に示した。 

 母貝収容育成に必要な砂、砕石の耐用年数は 1 年、コンポーズ、枠付被覆網、トリカルネット、固定金具

についての耐用年数は5年とした。 

  

項目 設定条件

放流方法 地蒔き、アサリを選別・放流

放流規模 1a

放流密度 500個体/㎡

放流サイズ 殻幅13.5mm以下（漁獲サイズ以下を放流）

1日当たり作業時間 作業可能な水深の時間帯として4時間

アサリ単価
殻幅13.5mm以上の平均単価　4,328円/12kg ≒ 360円/kg

（熊本県アサリ資源マニュアルⅡより）

１ａあたり・５か月作業量

使用
船舶数

必要
作業員

日数
総船
舶数

総作業
員数

備考
実施の
可能性

育成地の造成 4 8 38 1区画 可

・区画の設定 2 8 1 2 8

・砂または砕石散布 2 8 1 2 14 陸上運搬６人

・被覆網 2 8 1 2 8

・母貝放流、貝殻散布 2 8 1 2 8

メンテナンス 7 7 28 2回/月程度 可

項目

母貝の
育成
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表 56 原単位の設定  

 

 

 

 

 

 

 

 3) 工事費 

 母貝収容育成に関する工事費の算出例を整理し、表 57に示した。 

 住吉地先の干潟は陸上からのエントリーができないことから、常に傭船が必要となる。 

 

表 57 工事費の算出例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4) 要求される便益性 

 母貝収容育成に関する便益の算出例を整理し、表 58に示した。 

材料 設定条件

コンポーズ 場所目印として使用、20m間隔にて設置、7,000円/本、140,000円/a、耐用年数5年

砂 10,000円/1㎥、1,000円/0.1㎥/1㎡、100,000円/a、耐用年数1年

砕石 10,000円/1㎥、1,000円/0.1㎥/1㎡、100,000円/a、耐用年数1年

枠付被覆網 1枚単位：1m×1m、3,000円/枚、300,000円/a、耐用年数5年

トリカルネット 1枚単位：1m×0.2m、200円/枚、80,000円/a、耐用年数5年

固定金具 0.5m間隔、500円/個、40,000円/80個/a、耐用年数5年

作業項目 作業内容 適　用 金　額 備考

区画の設定 コンポース設置 人件費 141,600 17,700円/人日×8人日

傭船費 60,000 30,000円/隻×2隻

コンポーズ 28,000 7,000円×20本/5年

購入・陸上輸送 人件費 106,200 17,700円/人日×6人日

砂または砕石 45,000 ９トン

トラック 36,000 3台

海上輸送・散布 人件費 141,600 17,700円/人日×8人日

傭船費 60,000 30,000円/隻×2隻

設置 人件費 141,600 17,700円/人日×8人日

傭船費 60,000 30,000円/隻×2隻

枠付被覆網 60,000 3,000円/枚、300,000円/a、耐用年数5年

トリカルネット 16,000 200円/枚、80,000円/a、耐用年数5年

固定金具 8,000 500円/個、40,000円/80個/a、耐用年数5年

採取・放流 人件費 141,600 17,700円/人日×8人日

傭船費 60,000 30,000円/隻×2隻

人件費 495,600 17,700円/人日×28人日

傭船費 210,000 30,000円/隻×7隻

1,811,200

583,000

1,422,400

442,000
原地盤

合計（人件費有り）

合計（人件費無し）

母貝放流、貝殻

散布

メンテナンス
枠付被覆網

トリカルネット

砂または

砂利散布

合計（人件費有り）

合計（人件費無し）

枠付被覆網

トリカルネット

砂または

砕石散布
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 便益の算出は、産卵によって発生・生残し漁獲サイズとなったアサリの生産量(ここでは、漁獲増加量とみ

なした)と間引いた母貝による生産量の合計とした。算出方法は前述「未利用泥干潟域における母貝保護育成

地造成技術の開発」と同様の考え方とし、1個体あたり産卵個体数、産卵数に対する定着率(%)、アサリの初

期稚貝(殻長1㎜未満)が殻長20㎜未満に成長するまでの生残率(%)、アサリ種苗(殻長15～25㎜程度)が成貝

(殻長30㎜程度)へ成長するまでの生残率(%)を乗じ、1個体の母貝が産卵すると、40個体/年、年2回産卵す

ることから、20個体/0.5年が漁獲サイズとして生産されるものとして算出した。 

 

表 58 便益の算出例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5) アサリ漁場としての利用条件の検討と試算 

 母貝収容育成に関する経済性の評価を整理し、表 59に示した。 

 枠付被覆網＋砕石散布＋貝殻では評価(A/B)が 0.71 となったが、漁業者自らが実施する事を前提として人

件費を除くと2.00と1を超える値となった。 

表 59 経済性の評価 

 

 

評価

量 A 金額 1.人件費
2.資機材

費

3.雑費

(傭船等)

B 合計

(1+2+3)
A/B

1,168 157 486 1,811 0.22 有

0 157 486 643 0.63 無

1,168 157 486 1,811 0.49 有

0 157 486 643 1.37 無

920 84 390 1,394 0.11 有

0 84 390 474 0.31 無

1,168 157 486 1,811 0.41 有

0 157 486 643 1.15 無

1,168 157 486 1,811 0.71 有

0 157 486 643 2.00 無

920 84 390 1,394 0.13 有

0 84 390 474 0.39 無

実験区

漁獲増加量

(kg、千円)
コスト(単位：千円)

人件費

枠付被覆網＋

砂散布
1,125 405

枠付被覆網＋

砕石散布
2,455 884

枠付被覆網＋

原地盤
409 147

枠付被覆網＋

砂散布＋貝殻
2,046 737

枠付被覆網＋

砕石散布＋貝殻
3,581 1,289

枠付被覆網＋

原地盤＋貝殻
512 184

実験区
5ヶ月後
生残数

（個体/㎡）

5ヶ月後
生残数

（個体/a）

１個体が0.5年分産卵し
た場合の

新規加入漁獲個体数

漁獲アサリ１個体
当たり湿重量

（kg）

漁獲増加量
（kg）

漁獲増加金額
（千円）

枠付被覆網＋
砂散布

92 9,167 20.46 0.006 1,125 405

枠付被覆網＋
砕石散布

200 20,000 20.46 0.006 2,455 884

枠付被覆網＋
原地盤

33 3,333 20.46 0.006 409 147

枠付被覆網＋
砂散布＋貝殻

167 16,667 20.46 0.006 2,046 737

枠付被覆網＋
砕石散布＋貝殻

292 29,167 20.46 0.006 3,581 1,289

枠付被覆網＋
原地盤＋貝殻

42 4,167 20.46 0.006 512 184
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5.1.3 総合評価 

 母貝収容育成に関する総合評価を整理し、表 60に示した。 

 総合評価としては、母貝の産卵を活用した生産体系(母貝飼育の運用サイクル)の構築に向け、本年度は、

母貝の育成、入替用母貝の為の稚貝確保・育成の実験結果から、緑川河口における年間作業工程（案）を検

討することができた。また、新たな課題も明らかとなった。 

 

表 60 総合評価 

小課題 選定技術 評価 

母貝育成

技術の開

発 

母貝の育

成 

地撒き収容方

法 

枠付被覆網を用いた地撒き収容方法により、母貝は良好に成

熟・産卵した。 

荒天による生残率低下を低減させる技術、場所、育成期間等を

再検討する必要がある。 

枠付被覆網 

砂散布 砕石散布と貝殻等を混入することで、生残率が向上した。 

砕石散布 

貝殻等の混入 

母貝再生

産技術の

開発 

母貝補填

用稚貝の

確保 

枠付採苗装置 稚貝の回収数が非常に少なかったことから、枠付採苗装置の

適用は困難であった。 

母貝補填

用稚貝の

育成 

枠付被覆網 枠付被覆網を用いた地撒き収容方法により、平均殻長8.66㎜

のアサリ稚貝は約2.5カ月後には25㎜以上(補填用母貝)に成

長した。 

砕石散布 

収容密度調整 10mm以下のアサリ稚貝の生残率は2,000個体/㎡＞1,000個体

/㎡≧500個体/㎡で高い。 

 

5.2 仮説の再構築 

5.2.1 母貝育成技術の開発 

令和元年度結果を踏まえ、場所と方法を再検討することにより、メンテナンス等が低コストで、良好な成

熟・産卵と生残率が向上する。 

 

5.2.2 母貝再生産技術の開発 

・浮遊幼生からのトラップ（パーム）、稚貝のトラップ（基質入り網袋）を採用することにより、規模拡大

に見合った稚貝を確保できる。 

・15mm以下は生残率向上収穫ネット等（生残率向上）で育成、15mm以上は地撒き・被覆網（成長を重視・

加味）で育成することにより、9月には補填用母貝を確保できる。 
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電子格納データ 

 本事業を行うにあたり、取得した1次データおよび総合考察に使用したデータをCD納品とした。CDに格

納されているデータ一覧は、表 61のとおりである。 

 

表 61 電子格納データ一覧 

項目(小課題) 実験(調査)名 データ 

地域特性 － 

シールズ数(Excelファイル) 

粒度組成(Excelファイル) 

初期稚貝、稚貝、成貝の個体数(Excelファイル) 

母貝育成技術の開発 
群成熟度と肥満度 

成長と生残率 

群成熟度と肥満度(Excelファイル) 

成長と生残率(Excelファイル) 

母貝再生産技術の開発 

初期稚貝と稚貝の回収数 

稚貝の殻長と成長速度 

稚貝の生残率 

初期稚貝と稚貝の回収数(Excelファイル) 

稚貝の殻長と成長速度(Excelファイル) 

稚貝の生残率(Excelファイル) 
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Ⅳ-4.大課題まとめ 

 本課題は、細粒分が制限要因となっている福岡県の未利用泥干潟域、好適粒径率の低下や海底面の洗掘が

制限要因となっている熊本県の砂泥干潟を対象とし、それぞれ地域特性に応じた技術を選定し、技術開発を

進めた。 

 

表 62 母貝保護育成地造成技術のとりまとめ 

 

 

なお、生産性を向上させるためには5年間で「稚貝の採取」、「保護育成」、「産卵・間引き」の各段階で、そ

れぞれに適した場所、時期、技術、作業性、コストを明確にし、それらを組み合わせる事で母貝飼育の運用

サイクルを確立する必要がある(図 33)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 33 生産性向上までのフロー 

小課題 １：高地盤覆砂域の造成等による母貝生息適地の造成

1-1：未利用泥干潟域における母貝保護育
成地造成技術の開発

（福岡県大和高田地先）

1-2：砂泥干潟における母貝保護育成地造
成技術の開発

（熊本県住吉地先）

母貝育成
技術

・低コスト型離底飼育器
具を選定し母貝6,000個体
収容可能な規模へ拡大

・母貝飼育の運用サイク
ルで間引き後の成熟を確
認

・枠付被覆網を用いた地
撒き収容方法により、母
貝は良好に成熟、産卵

・底質改善(砕石散布)と
貝殻等混入物の組み合わ
せで生残率が向上

母貝育成
技術

・初期稚貝や稚貝の着生
数向上は10㎝高とパーム

・母貝に満たないアサリ
の成長は10㎝高と軽石(約
2㎜)の組み合わせで促進

・枠付採苗装置の効果は
限定的(年次変化の大きい
初期稚貝発生量に左右)

・春子は約2.5カ月後には
25㎜以上(入替用母貝)

運用サイ
クル

母貝の成長：遅い
→成長・産卵した母貝を生産にまわし、
新たに着生・成長したアサリで母貝を補
填するサイクル

母貝の成長：速い
→稚貝を新たに確保、母貝サイズまで成
長させ、継続的に育成母貝を入れ替えて
いくサイクル

保護育成 産卵･間引き

技術(基質、被覆網等)

時期
場所

作業性

コスト

技術(基質、被覆網等)

時期
場所

作業性

コスト

未利用泥干潟域、砂泥干潟

稚貝の採取

技術(基質、収穫ﾈｯﾄ等)

時期
場所

作業性

コスト

母貝飼育の運用サイクル

生産性の向上

１
～
３
年
目

４
～
５
年
目


